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研究成果の概要（和文）：本研究では、修正感情体験を効果的に促進する介入法の同定、その介入の臨床訓練の
開発と効果の検討、を行った。修正感情体験が効果的になると考えられる感情的傷つきに悩まされる成人29人に
対して16回からなるエモーションフォーカストセラピーを実施した。加速化体験力動療法に関するデータも収集
された。合計97人の成人クライエントからのデータが収集された。介入前後の比較においてCohen’s d > .80の
効果量がほとんどのアウトカム尺度において得られた。

研究成果の概要（英文）：The research project aimed at developing an emotion-focused method of 
facilitating corrective emotional experience. The process and outcome of emotion-focused therapy and
 accelerated experiential dynamic psychotherapy were examined in relation to the occurrence of 
corrective emotional experience. Both therapies achieved a large effect size at termination. 
Corrective emotional experience played a central role in the change process. 

研究分野： 臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
修正感情体験について実証的な視点から検討した。また、修正感情体験の促進を中心に据えた心理療法の効果を
示すことが出来た。クライエントの主観的体験という視点から修正感情体験のプロセスについて理解した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

心理療法・カウンセリング効果のメタ分析は、治療関係とかかわる変数がもっとも重要な治療

的要因であることを一貫して示してきた (Norcrss & Lambert, 2018)。共感や治療同盟などの重要

性が確立される中で、研究者の関心は、治療関係がどのように変容を促進するのか、というその

変容メカニズムに集まっている。その中で注目されるのが Alexander と French(1946)によって着

想された修正感情体験であり、クライエントが、過去にうまく対処できなかったために古傷とな

った未解決の感情的葛藤を、過去の状況よりも好ましい治療関係の中で追体験し、解決すること

を指す。修正感情体験は、異なるアプローチの心理療法に共通する変容メカニズムと考えられ、

これまで多くの臨床家が、強い関心を向けてきた(Castonguay & Hill, 2012)。しかし、その実証的

研究はあまり進んでいない。 

 

 

２．研究の目的 

 

本研究では、修正感情体験を効果的に促進する介入法の同定、その介入の臨床訓練の開発と効果

の検討、を行った。感情に焦点を当てた心理療法の効果とプロセスに関する量的データおよび質

的データを包括的に検討することによって修正感情体験の実証的理解を進めることをより大き

な目標とした。 

 

３．研究の方法 

 

エモーション・フォーカスト・セラピー（Emotion-Focused Therapy: EFT: Greenberg, 2010）、加

速度体験的力動療法 (Accelerated Experiential Dynamic Psychotherapy: AEDP: Fosha, 2000)という

修正感情体験を重視するアプローチに基づいた心理療法を実施し、その効果とプロセスについ

て感情と治療関係に関するデータから分析を行った。 

具体的には、16 回程度の短期心理療法を感情的傷つきや感情的葛藤を抱えた成人に対して実

施した。その効果は、介入前後の変化、数回ごとの変化の指標から検討した。介入継続期間

は、定期的にスーパービジョンを行うことによって、介入のプロセスをモニターした。 

 

４．研究成果 

 

修正感情体験が効果的になると考えられる感情的傷つきに悩まされる成人 29 人に対して 16 回

からなるエモーションフォーカストセラピーを実施した。クライエントの変化を測定する 10 の



アウトカム尺度のうち 9 において Cohen’s d > .80 の効果量が得られた。クライエントの半数が

臨床的に有意な変化 (Clinically Significant change: Jacobson et al., 1999)を達成した。 

修正感情体験については、個人差はあったものの多くのクライエントにおいて複数の感情体験

が得られた。具体的事例を取り上げた系統的事例研究に基づく研究は、Psychotherapy 誌に掲載

された (Nakamura et al., 2022)。クライエントに対するインタビューの分析から、修正感情体験

に寄与する治療関係、面接プロセスの特質について明らかにされた。その成果の一部をまとめ

た論文は投稿され、現在審査中である (野田 et al., 2022)。 

 

また、加速化体験力動療法に関するデータも収集された。合計 97 人の成人クライエントからの

データが収集された。介入前後の比較において Cohen’s d > .80 の効果量がほとんどのアウトカ

ム尺度において得られた。この論文は、Psychotherapy 誌に掲載された (Iwakabe et al., 2020)。ま

た、終結 12 ヶ月後のフォローアップ時においても、介入効果が維持されていた。この論文は、

2022 年 4 月に Psychotherapy 誌に採択され、現在掲載準備中である(Iwakabe et al.., 2022)。ま

た、初期面接に限定した修正感情体験のプロセスについて検討を行った。その成果は、Journal 

of Psychotherapy Integration に掲載された (Iwakabe et al., 2021)。もう 2 本は、投稿され、審査中

である (DiCorcia et al., 2022; Notsu et al., 2022)。 

 

コロナ禍もあり、分析は現在も継続中である。上記のデータをもとにした論文およびポスター

は、2022 年 7 月に開催される国際大会において発表予定である（ポスター３本、論文２本）。 
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